
 

□ 平成30年７月豪雨では、河川の氾濫後に、自治体の避難指示が出された例があった。    

  また、自治体の発する避難勧告が、必ずしも住民の避難につながらず、浸水被害等により  

  多くの住民が犠牲 

→ 区市町村の発する避難勧告によって、住民が適切な避難行動に移れるようにすることが必要 

① タ イ ム ラ イ ン の 普 及 拡 大 

課題 

 

【今年度】 
□ 区市町村に対する地域特性にあったタイムライン（時系列防災行動計画）の作成支援 
 

□ 風水害時に住民一人ひとりが、適切な避難を 
   実施するためのマイタイムラインの作成支援 
 

 

 

 

 

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

住民用タイムライン作成例 

地域特性にあった区市町村用タイムライン作成例 

時刻 レベル 気象情報等 区市町村 関係機関

レベル5

氾濫発生

台風発生 ﾀｲﾑﾗｲﾝ運用体制の構築
ﾀｲﾑﾗｲﾝ運用体制の構築

資機材の確認

大雨・洪水警報 自主避難を呼掛け 交通関連情報の収集・確認

氾濫注意情報 避難準備・避難所開設
避難体制の把握

交通規制情報の収集

氾濫警戒情報 避難勧告
各種情報の収集
交通規制の実施

氾濫危険情報 避難指示
危険個所からの退避
避難状況の把握

氾濫発生情報 支援・連携の要請
被害状況の把握
応急対策

レベル2

レベル3

レベル4

レベル１
5日前

来襲



 

□ 平成30年７月豪雨をはじめ、平成27年９月関東・東北豪雨、平成29年７月九州 

  北部豪雨など、近年、全国各地で水害が頻発、激甚化 

→ いつ発生するかわからない豪雨災害から都民を守るため、水害対策の強化が必要 

② 調 節 池 の 加 速 的 な 整 備 

課題 

 

【今年度】 

□ 局地的集中豪雨や多発する台風により 

  発生する水害への対応力向上のため、 

  事業中の調節池に加え、 

  新たな調節池の整備について具体化  

 

【来年度】 

□ 調節池の流域間相互活用が可能な 

  環七地下広域調節池の延伸等を検討   

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

調節池整備のイメージ 



 

□ 平成30年７月豪雨において、広島県の土砂災害の発生は624箇所にも及んだ 
 

→ 豪雨による土砂災害が発生するおそれのある急傾斜地等(都内約15,000箇所)に対して、 
  都民が迅速な避難行動をとれる備えが重要 

③ 豪 雨 に お け る 土 砂 災 害 対 策 

課題 

 

【既に実施】 
 

□ 区市町村から住民に周知される 
   土砂災害ハザードマップについて、その基となる 
   土砂災害警戒区域等を約12,000箇所指定 
 
【今年度】 
 

□ 残り約3,000箇所の区域において 
   土砂災害警戒区域等の指定を加速化 
    ・島しょ部は今年度指定完了 
    ・区部及び多摩部は来年度前半に全箇所指定完了 
 
 
 
 
 

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 



 

□ 平成30年６月の大阪府北部を震源とする地震では、法令に適合しないブロック塀が 
  倒壊し、下敷きとなった児童が死亡する事故が発生 
 

→ 都有施設等でも早急に対策を実施し、安全を確保することが急務 

④ ブ ロ ッ ク 塀 の 安 全 対 策 

課題 

 

【既に対応】 
□ ブロック塀所有者：点検のチェックポイントや区市町の助成制度を 
              東京都耐震ポータルサイトで周知 
 
【今年度】 
 

□ 庁舎等  ：緊急点検を行い、通学路に面した 
          ブロック塀は最優先で撤去に着手  
 

□ 都立学校：緊急調査を行い、危険なブロック塀を 
          速やかに除却開始 
 

【来年度】 
□ 撤去した塀の代替に、駒沢オリンピック公園総合運動場内 
  の弓道場等では、多摩産材等の国産木材を活用 
 

対応 
法令不適合のブロック塀 

対策完了まで立入り制限 



 

□ 平成30年７月豪雨では、記録的な大雨により大規模な浸水被害が発生 

→ 災害拠点病院等や大規模地下街での浸水対策の強化が必要 

   

⑤ 災 害 拠 点 病 院 等 に お け る 浸 水 対 策 

課題 

 
 
【今年度】 
 

□ 都立墨東病院等における 
  非常用発電設備のさらなる浸水対策の 
  技術的検討に着手 
 
【来年度】 
 

□ 災害拠点病院等における 
  非常用発電設備の浸水対策を支援 
 

□ 大規模地下街の避難経路や雨水流入箇所 
  を施設管理者とともに把握・整理 
 

 

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

豪雨により冠水した病院 

毎日新聞社提供 



 

□ 平成30年北海道胆振東部地震では、道内の火力発電所が停止し、295万棟で停電発生 
 

→ 首都機能を守る体制を強化し、停電が都民生活に与える影響の軽減を図ることが重要 

⑥災害発生時における停電対策 

課題 

 

【今年度】 
 

□ 無電柱化の推進により、電柱倒壊による停電を防止  
□ バス停留所へのソーラーパネルの設置を支援し、携帯端末の 
  充電にも活用  
□ 住宅用ソーラーパネルの非常用電源としての活用法について 
  防災イベントやホームページ等を通じて普及啓発  
□ 電気自動車等の更なる導入促進と、 
  非常用電源としての活用事例の普及啓発 
 

【来年度】 
 

□ 都立一時滞在施設における携帯端末バッテリー切れ対策を検討 
 

□ ソーラーパネルの活用による携帯充電設備の普及拡大 

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

バス停留所における 
太陽光発電設備のイメージ 

上屋に太
陽光パネ
ルを設置 

蓄電池の
設置 

ソーラーパネルから 
給電されるコンセント 

NPO法人 
「太陽光発電所 
 ネットワーク」 
      提供 



 

□ 平成30年7月豪雨では、平時から自治体によりハザードマップが公表されており、 
  かつ、避難指示が出されたにもかかわらず、実際に避難した住民は極めて少なかった。 
→ 災害の脅威を実感することを通じた都民の防災意識の向上が必要 

⑦防災意識向上のための新たな普及啓発 

課題 

 

【来年度】 
□ 仮想現実（VR）機能を活用し、 
  地震・風水害・火災を疑似体験 
  できる防火防災訓練を実施 
 

□ 災害リスク情報を浸透させるため、 
  浸水深表示板の設置などについて 
  区市町村を支援 

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

モーションシート 
（揺れ・振動・匂い・水しぶき・熱気 
 などの演出効果がある） 

立川防災館 

体験中の様子 

浸水深表示板 

実際の想定浸水高さ 

人の目線の高さにも表示 

国土交通省ＨＰより 



 

□ 防災関連情報が各局等のホームページに分散しており、一元的に見ることが困難 

→ 災害発生時などに必要な防災関連情報をワンストップで入手できるポータルサイトが必要 

⑧防災情報の ワ ン ス ト ッ プ 化 

課題 

 
 
【既に対応】 

□ 東京都防災ホームページ(ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ版を含む) 

  のリニューアルにより、防災関連情報を 

  トップ画面でワンストップ化 

  （東京アメッシュ、各種ハザードマップ、 

  都内の中小河川の水位・雨量情報 等） 

 
【今年度】 

□ 東京都防災ホームページを 

   リニューアル（多言語化対応など） 

 

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

（リンクを設定） 

・東京アメッシュ 

・洪水ハザードマップ 

・水防災総合情報システム 

     ・ 

     ・ 

     ・     

クリック 



 
 
 

【今年度】 
□ スマートフォンによる本人の位置情報を 
  活用し、周囲の河川水位等の危険性を警告 
 
 
 

【来年度】 
□ 豪雨時の雨量等のリアルタイム観測データによる 
  浸水予測システムを開発し、救助活動等に活用 
 
□ 都が管理する河川において 
    洪水ハザードマップの基となる 
  浸水予想区域図の更新を加速化 

 

 

  

⑨都民が危険を判断できる情報の発信強化 

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

現在地の周囲の河川情報 
（水位やライブカメラ）を確認 現在地 

水位計 

雨量計 

カメラ 

河川水位 

 

□ 平成30年７月豪雨では、行政が発する河川の水位情報に基づき、住民が避難勧告前に 
  自主避難をしたことで、助かった事例がある 
 

→ 都民が災害発生の危険性を的確に判断するために、情報発信力の強化が必要 

課題 

今までの想定雨量 

・時間最大雨量 114ミリ 

・総雨量      589ミリ 

平成12年東海豪雨を対象 

更新後の想定雨量 

・時間最大雨量  153ミリ 

・総雨量        690ミリ 

想定最大規模を対象（1000年に1度） 

＜浸水予想区域図の更新内容＞ 



 

□ 大阪府北部の地震等において、外国人が必要な情報を得られず、混乱も一部発生 

→ 外国人が情報を迅速に収集し、適切な避難行動等をとれるようにするための取組を強化 

⑩外国人への情報発信強化 

課題 

 
 
【今年度】 

□ 東京都防災ホームページ、防災ツイッター等による 

  災害発生時の多言語による情報発信の推進 

□ 都内のデジタルサイネージにおいて、災害発生時、 

  多言語で情報発信する運用を開始 

□ 外国語版「東京くらし防災」等の普及をさらに促進 
 

【来年度】 

□ 都立施設における、翻訳アプリ等を活用した 

  災害発生時の避難誘導等の取組拡大を検討 

□ 東京都防災アプリにおける、多言語での災害 

  情報提供機能を充実 

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

東京都防災アプリ（外国語版）からの誘導イメージ 

東京都防災HP
外国語版へ 
誘導 
 

訪日外国人向け
サイト等へ誘導 

東京都防災マップへ誘導 

ツイッターへ 
誘導 



 

□ 平成30年７月豪雨等において、暑さ対策など、夏季の避難生活への対応が課題 
□ 避難所運営にあたって、女性や要配慮者の視点の必要性を再確認 

⑪ 避 難 所 の 快 適 性 向 上 

課題 

 

【今年度】 
□ 女性や要配慮者の視点を踏まえて作成した 
  「東京くらし防災」等を用いた普及啓発を促進 
 

□ 食中毒のリスクが増す夏季の避難生活に対応する 
  ため、避難所向け食中毒予防ブック等を見直し 
 

【来年度】 
□ 夏季の避難所における熱中症予防等の観点から、 
  冷房設備等の整備について、区市町村を支援 
 

□ 避難者ニーズへの対応や職員育成の観点から、 
  都外被災地応援時の女性職員の派遣割合を 
  一定以上確保する仕組を整える 
 

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

＜派遣都職員からの声＞ 
  ・ 「冷房を設置したことで、避難者の表情も明るくなった。」 
  ・ 「女性や乳幼児向けの物資の配布などにおいて、女性がいないと声が掛けづらく、 
   帰ってしまう避難者もいる。」 

 平成30年7月豪雨時の避難所に設置された冷房 

 液体ミルクなど、避難所における女性・乳幼児向け配布物資 



 

□ 平成30年７月豪雨等における都職員派遣の結果、危機管理体制の司令塔である災害 
  対策本部が機能するよう、被災自治体を支援することが重要であると再確認 
 

□ 公的情報が少ない発災初期には、個人がSNSで発信する情報が応急対策に有効 
 

→ 都の初動体制の充実・強化を図るとともに、区市町村を一層支援する体制整備が必要 

⑫ 初 動 体 制 の 充 実 ・ 強 化 

課題 

 

【今年度】 

□ ツイッター分析ツールであるD-SUMMを活用した 

  災害情報の収集・分析と応急対策への活用 

 

【来年度】 

□ 区市町村に派遣する都連絡員の育成 

□ 災害対応要員が災害の発生から 

  長期間継続的に活動できる環境の充実 

□ 立川地域防災ｾﾝﾀｰ、多摩広域防災倉庫の充実・強化 

対応 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←50文字程度（MSゴシック16pt） 

←40文字程度（MSゴシック16pt） 

 ＜派遣都職員からの報告＞    

  ・ 「市の災害対策本部は、長時間の連続勤務や 

   ストレスにより職員が疲弊し、業務効率の低下が 

   懸念される」状況であった。 

被災地自治体の支援ニーズをヒアリン

グする都職員 

フェイクのツイートを 

分析ツールで識別 

シマウマが
脱走した デ ィ ー サ ム 

○○ドームに 
亀裂が… 


